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はじめに －計画の目的  

 

 図書館には長い期間をかけて集めた多くの貴重な資料があります。市民が必要とする

資料を体系的に整備し長期に保存するとともに、時代のニーズに応えるサービスの実現

を図ることが求められています。 

長期的な展望を持ち、継続的に安定した運営を行うために、西東京市図書館は平成 20

年度に「西東京市図書館基本計画・展望計画（平成 21年度～平成 30年度）」（以下、「基

本計画・展望計画」という。）を策定し、様々な事業を実施してきました。 

世代別、対象別の各サービスをはじめ、開館時間の延長、予約棚や自動貸出機等ＩＣ

タグを活用した図書館管理システムの導入など、利用しやすい図書館づくりを進めてき

ました。 

 平成 30年度に「基本計画・展望計画」が終了となることから、少子高齢社会、高度情

報通信ネットワーク社会など、図書館を取り巻く環境の変化を踏まえ、新たに、平成 31

（2019）年度から平成 35（2023）年度までを計画期間とする「西東京市図書館計画」を

策定しました。 

   

 

 

Ⅰ 計画の概要 

 １ 計画の位置付け 

   本計画は、「西東京市第２次総合計画・後期基本計画」「西東京市教育計画」その他関 
連する計画を踏まえ、中長期的な視野に立った望ましい図書館のあり方を含めて、これ 
からの図書館活動を推進するための計画として位置付けます。 

 

 

２ 計画期間 

   計画期間は、平成 31（2019）年度から 2023年度の５年間とします。 
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Ⅱ 現状と課題 

   「基本計画・展望計画」では、事業計画、職員組織計画、施設計画の３つの計画を掲

げ取組んできました。事業計画では部門ごとの資料計画とサービス計画、職員組織計画

では人事計画や研修計画、施設計画では公共図書館としての適正規模の目標設定や改修

計画を主な取組みとして進めてきました。 

実施した事業については、毎年、事業評価を行い、図書館協議会（以下、「協議会」と

いう。）から二次評価を受け、事業の進行管理を行ってきました。 

 

 

１ 資料計画の現状と課題  

   図書館では、「西東京市図書館資料収集基準」の「図書館は、地域における生涯学習を 
推進する機関として、基本的人権の一つである知る自由を利用者※１に保障し、利用者の

必要とする資料」を種類別、利用者対象別に収集しています。 
     
一般図書資料・逐次刊行物 
【現状】 

    「利用者の文化・教養の向上、調査・研究、趣味レクリエーション等に役立つ資料

を各分野にわたり、体系的に幅広く収集」しています。市内６館の図書館は、地域性

や利用者層、利用状況、施設規模などを考慮した資料構成となっています。 
    逐次刊行物については「内容の速報性を重視し、市民の趣味趣向や流行に留意し、

生活に密着した情報から学術調査・研究に役立つものまで提供できるよう、各分野に

おいて幅広く収集」してきました。 
    テーマ別書架コーナーを設置し、関連する講座の開催と講座の成果物の全館展示な

ど、新しい取組みを実施しました。また、配布用リーフレットなどの最新情報につい

ても積極的な提供を進め、テーマ別書架に置くことで利用の促進を図りました。   
    新たな資料として、英語多読資料の購入を開始しました。 
【課題】 

    市民ニーズや社会情勢の変化を把握し、各分野の専門的な資料や、新たな地域課題

の解決を支援するための資料の収集と利用の促進に繋がる取組みを継続するためには、

多様な蔵書と十分な保存能力が必要です。 
 
児童図書資料 
【現状】 

    「未来ある子どもたちに読書の喜び、物事を調べることの楽しさを知ってもらえる

ように、また、知識・感性・情緒の育成を促し、様々な興味に応えられる資料収集」

を行ってきました。 
    この 10年は、団体貸出の利用が増加していることから、複本の購入を積極的に行い、

事業の充実を進めてきました。また、近年は、アジア圏の言語を母語とする市民が多

いことから、所蔵の少なかった中国語や韓国語の絵本の収集を進めました。 
 
 

 〈用語説明〉 

 ※１ 利用者…現在利用されている方々のみならず、将来利用者になる方々を含めて「利用者」と考え、表記

している。 
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  【課題】 
    外国語絵本の蔵書数を増やすことで、市民ニーズの拡大を図ってきました。今後は、

英語、中国語、韓国語以外の外国語についても収集範囲を広げることと、広報を工夫

するなど、利用を増やす働きかけが必要です。 
 

青少年図書資料 
  【現状】 
    「ＹＡ（ヤングアダルト）※２世代の対象を 13歳から 18歳までとし、青春期特有の

テーマを扱った、読み物・絵本・ノンフィクションなどを中心に様々な分野から収集」

しています。中央図書館とひばりが丘図書館では、同世代に向けたノンフィクション

資料の充実を進めてきました。また、中高生に身近な「進路」「部活」「勉強法」のテ

ーマ展示や、中学生が薦める本のＰＯＰ展示を行いました。 
  【課題】 
    積極的な広報の取組みや市内中学校等への協力依頼を行うなど、利用の促進を図る

ための検討が必要です。 
 
  レファレンス資料（参考図書） 
  【現状】 
    「通常の読書と異なる参考調査を目的として編集された辞書・事典・年鑑などの資 

料を収集」しています。 
    毎月収集したすべてのレファレンス資料の新着情報をホームページに掲載するなど、

情報提供の強化を図りました。白書や年鑑類は中央図書館での集中保存を進め、地域

館は資料の多様性や新鮮度が維持できるように整備を進めました。 
【課題】 

    紙媒体のレファレンス資料については、近年廃刊が多いことから、保存スペースの

確保を含め、廃棄や保存を慎重に進める必要があります。 
 

地域・行政資料 
【現状】 

    「自分が住んでいる地域についての様々な調査・研究・学習の要求に対して、図書

館が資料をもって応えることは重要な責務の一つです。西東京市に関する資料につい

ては、それらを西東京市以外の機関に委ねることはできないことからも、印刷物を中

心に可能な限り収集」してきました。 
  【課題】 
    地域固有の資料を着実に収集・保存、提供し、西東京市の文化や歴史を後世に伝え

る役割を担っている地域・行政資料を永年保存しています。一方で、資料の電子化を

進めていますが、元の資料を保存するスペースの不足が課題です。 
 

視聴覚資料 

【現状】 

    「利用者に対する幅広い資料提供の一環として、視聴覚資料を提供しています。図

書資料等、紙のメディアだけではその分野を知る上で充分ではないと考えられるもの、

表現方法において、視聴覚資料の方が優れていると考えられるものを収集」をしてき 

 

 ※２ ＹＡ（ヤングアダルト）…Young Adultの略。西東京市図書館では 13歳から 18歳までの子どもと大人の

狭間の世代を指す。 
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ました。 

【課題】 

    現在の視聴覚資料の貸出点数が少ないことから改善を求める声もありますが、規則

改正等の条件整備が必要です。 

 

音訳･点訳等資料 

 【現状】 

    「主に、視覚に障害のある利用者の幅広い要求に応えるために、一般の書籍・雑誌

など墨字資料※３に代わり、直接、知識・情報を得ることができ、読書を楽しむこと

のできる形態の資料を収集」し、自館での作製にも努めています。作製したデイジー

（DAISY）図書※４は、国立国会図書館や日本点字図書館にデータを送付し共有化を進

めました。また、高齢者対応として、大活字本を積極的に提供しました。 

【課題】 

    利用者からのリクエストが増加傾向にあり、現状のデイジー図書作製に係わる音訳

者だけで対応するのは難しくなっています。音訳の質的レベルを維持して作製を進め

るには、音訳者の育成と強化が必要です。 

 

 

２ サービス計画の現状と課題 

成人サービス 
【現状】 

    ビジネス支援、シニア支援、20～30代を対象とした青年期支援※５、健康・医療情

報、法律情報など、利用目的や用途に合わせたコーナーづくりと、関連するテーマに

よる講座や講演会を実施して、課題解決支援の取組みと情報提供に努めてきました。 
    継続的にリクエストがあった洋書・英語絵本等を収集し、シリーズ別、レベル別に

整備した英語多読コーナーを中央図書館に設置し、関連する講座を実施しました。 
【課題】 

    コーナーの充実を図るため、利用状況を把握し、関連する講座や講演会を継続して

実施することと、英語多読サービスの方針を整理していくことが課題です。 
 

児童サービス 
【現状】 

    西東京市子ども読書活動推進計画は第３期に入り、地域や関係機関と連携・協力し、

多くの取組みを進めてきました。計画策定記念事業として実施した市民や関係団体と

の共催事業「子どもの本まつり」では、小・中学生を対象とした読書会を開催し、一

冊の本を丁寧に読み解き、読書の楽しさを伝える機会となりました。 
    
 
 
 ※３ 墨字資料…点字に対する語。通常の活字資料のこと。 

 ※４ デイジー（DAISY）図書…DAISY：Digital Accessible Information Systemの頭文字をとったもの。 

世界標準のデジタル録音方式による誰もが使えるアクセシブルなデジタル録音図書のこと。 

 ※５ 青年期支援…20代から 30代前半の世代を対象とした就職・資格・生活などの資料を集め提供するサー 

ビス。 
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   ３～４か月児健康診査時に実施している絵本と子育て事業（ブックスタート※６）は、 

   子どもの成長過程に応じた絵本の楽しみ方を保護者に伝えています。読書を通じて楽

しみながら創造力や思考力を伸ばし、言語力を身につける環境づくりを進め、平成 29 
年度からは３歳児健康診査時にも事業を拡大しました。 

  【課題】 
    施策をさらに進めていくためには、市民・関係団体、市の関係部署との連携、協力 

を強化して取組みを進めていく必要があります。３歳児健診時のフォロー事業は読み 
聞かせを行う会場と健診場所が離れていることから参加率が低いなどの解決すべき課 
題があり、参加しやすい仕組み作りが必要です。 

 
ＹＡ（ヤングアダルト）サービス 
【現状】 

    中高校生向けの情報誌を、対象となる世代の子どもたちと職員が共同で編集し、同

世代へのおすすめ本の紹介を定期的に行いました。また、POP 展示や書評講座を開催

し、その内容を展示やホームページに掲載するなど、公開に努めました。 
【課題】 

    実施した講座等の内容は参加者からは好評でしたが、中高生の参加人数が少なく、

今後は利用しやすい日程や講座内容の周知の仕方を改善し、学校図書館との連携も含

め、この世代に向けての広報を充実していく必要があります。 
 
レファレンスサービス※７ 
【現状】 

収集資料の整備を行うと共に、国立国会図書館の「レファレンス協同データベース」 
に参加し、レファレンス事例の公開を行いました。利用者向けサービスとしては、Ｗ

ｅｂでのレファレンスの受付と回答や、利用者向けのデータベース活用講座や子ども

向け調べ学習講座等を実施しました。また、市民の調査・研究支援をするために職員

の資質向上を図るレファレンス研修を定期的に実施しました。 

  【課題】 

新聞データベースをはじめ、図書館で閲覧できるデータベースの活用と周知が十分 
でないことから、広報と使い方の講習会は必須であり、継続的な実施が必要です。 

  
  地域・行政資料サービス 

【現状】 
古文書などの歴史的資料の修復、市史編纂資料や写真資料の電子化を進め、図書館 

ホームページの「デジタル西東京」での公開を進めてきました。また、西東京市縁（ゆ

かり）の人をまとめた冊子を発行、地域の人材を活かした講演会等の実施、関連する

書籍を集めた書架やホームページを充実させました。 
  【課題】 

子ども向けの郷土史講座や講演会は、小中学生への周知を工夫して参加を増やし、 
継続して実施する方向で検討する必要があります。 
 
 

※６ ブックスタート…絵本を通じて親子の触れ合いの大切さを知ってもらうために実施する事業。西東京市

では、平成 15年（2003年）６月から３～４か月乳児健康診査時に実施され、事業の説明や図書館案内、

読み聞かせ講師による絵本の読み聞かせの実演等がある。 

※７ レファレンスサービス…利用者の調査・研究のために必要な資料（情報・文献等）を提供するサービス。 
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ハンディキャップサービス 
【現状】 

    視覚に障害のある利用者へのサービスとして、デイジー資料の作製、点訳や音訳サ

ービスなど、生活に必要な資料を利用者に適した方法で提供してきました。 
    平成 28年度からは、国立国会図書館視覚障害者等用データ送信サービスへデータを

アップし、全国の公共図書館や点字図書館から年間延 13,000件利用がありました。 
【課題】 

    利用が増えることに伴い、デイジー資料を作製する音訳者の確保や育成が今後の課

題です。 
 
 

３ 職員組織計画の現状と課題 

【現状】 
    職員組織計画については、サービスの継続と質の維持のために長期的人事計画の策

定、職員の資質向上のための研修計画の整備、司書の専門性と経営感覚を併せ持った

職員の意識改革の推進を図りました。 
    貸出しや予約の利用実績の増加に伴い作業量が増えた業務については、ＩＣタグを

活用した自動貸出機などのシステムを導入し、作業の効率化と人件費の抑制を図り、

業務のあり方を大きく変更しました。 

    長期的な人事計画については、各館の施設規模や立地条件、利用状況を考慮し、図

書館ネットワークを維持するために必要な職員配置と市民嘱託員の雇用促進を進め、

職員定数の削減や司書の新規採用を行うなど見直しに努めてきました。 
    研修については、庁内研修や外部研修への積極的な参加、受講した専門研修を館内

の全体研修において還元する、災害対応、個人情報セキュリティ管理等の危機管理研

修を実施するなど、情報や知識の共有化を図ると共に人材の育成を進めました。 
    運営体制については、平成 30年３月に図書館協議会から「西東京市図書館の運営体

制のあり方について」出された提言の中で、「西東京市図書館のこれからの運営体制の

あり方として、現行の司書を中核とする市職員と専門の嘱託員による運営体制の維持

発展が適切である」と述べられています。 

【課題】 

    定期的に実施する研修や情報の共有化により、様々な課題に対応してきました。今

後も図書館機能の充実を図るために、効率的・効果的な運営体制について見直すとと

もに、市民のためにどのような資料を収集・保存していくのか、新しい時代に必要な

サービスは何か、など将来を見据えた長期的な展望を持つ組織づくりをどのような形

で進めていくのかが課題です。 

 

 

４ 施設計画の現状と課題 

  【現状】 

    公共施設の老朽化対策の課題に対し、厳しい財政状況の下で、長期的視点に立って

更新・統廃合・長寿命化等を計画的に行うことにより、財政負担を軽減・平準化する

とともに、公共施設の適正配置を実現するために、本市では「西東京市公共施設等総

合管理計画」を作成し、今後の公共施設の総量を抑制するとしています。 

    西東京市の図書館は、市内６館の図書館に加え、東伏見ふれあいプラザや新町福祉
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会館の図書サービスを窓口にして、情報（資料）・物流・職員でネットワークを結び、

利用環境の整備を進めてきました。 
    学習支援機能を持つ機関として､所蔵する資料や情報を提供するだけでなく最大限

に活用して市民の学びの活動へと繋げていくため、中央図書館では、図書館ネットワ

ークの中核を担い、対外的な対応や様々なサービスの企画・運営のほか、地域･行政資

料やレファレンスサービスの統括を行っています。現状は、中央図書館の施設規模が

小さいことから、中核的な機能が十分果たせず、地域館と資料の分担保存や機能を分

散して対応しています。 
    地域館は、現在駅前３館と芝久保、谷戸の小規模館とを合わせ５館あります。地域

館の特徴は、図書館近在の市民の利用に支えられ、中央図書館機能を有する施設まで

足を運ばなくても図書館サービスを受けることができることです。 

    保谷駅前図書館ではビジネス支援、柳沢図書館ではシニア支援、ひばりが丘図書館

では原爆小文庫、芝久保・谷戸の２館は併設書庫の資料を活かした利用に支えられて

います。中央図書館に所蔵がなくとも、地域館が中央図書館を補完する資料サービス

が実現できているメリットは大きいものがあります。 

 

 

 図書館配置図（半径 1km） 

 
 
                   
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

  

 

 

 
 

 
 

 

 
 

  

 

  

        

柳沢図書館 

蔵書 10.9万冊 

貸出 34.8万冊 

        
 

中央図書館 

蔵書 24.5万冊 

貸出 57.4万冊 

 

保谷駅前図書館 

蔵書 8.6万冊 

貸出 38.1万冊 

芝久保図書館 

蔵書 8.5万冊 

貸出 16.6万冊 

谷戸図書館 

蔵書 11.8万冊 

貸出 21.8万冊 

ひばりが丘図書館 

蔵書 15.4万冊 

貸出 46.8万冊 

東伏見ふれあい 
プラザ

図書館 

図書サービス 

                                    ひばりヶ丘駅 

 

保谷駅 

田無駅 
西武柳沢駅 

東伏見駅 
 

新町福祉会館 予約した資料の受け取り、利用者用検索

機の利用、資料の返却ができる施設 
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    芝久保図書館書庫の一般資料、特に全集や文学関係の研究資料と、谷戸図書館の児

童書研究資料は、一定規模のまとまりを持った内容のものであることから、本来は中

央図書館に所蔵されるべきです。 

【課題】 
西東京市図書館は、全国的にも貸出しや予約件数の多い図書館ですが、多様なニー

ズに応える資料を保存し提供するには施設規模が小さく、蔵書を保存するスペースが

不足していることが大きな課題です。 
中央図書館は、昭和 50年に開館した施設で、サービス対象人口が現在より少規模で 

した。そのため、現在のように年間 200万冊を超える貸出しを支える中核施設として、

市民の旺盛な学習意欲に応える蔵書を維持することは厳しい状況となっています。 
多摩地区においても貸出しの指標では高い数値を示していますが、中央図書館の床 

面積は 26市中最下位であり、読書や調査・研究のために必要な閲覧スペースを十分に

用意することが困難となっています。 

 

多摩地区における中央図書館施設の規模・機能についての比較一覧 

     
 
 
 
 

 

 

『平成 29年度東京都公立図書館調査』東京都立中央図書館より作成（29年度実績） 

＊1「同規模」：人口 14～26万人までの９市（西東京市含まず） 

＊2 青梅市、府中市、多摩市、稲城市、羽村市、あきる野市の６市 

    ＊カッコ内は西東京市を 100%とした場合の各項目の比率 

 
 

５ その他の取組みについて 

  利用者登録 
  【現状】 

合併以後、市民の登録率※８は 20％以上でした 
が、25年度に 19.8％になり、以降、減少傾向に 
あります。 

【課題】 

潜在的な利用者への働きかけが必要です。登録 
率の低い中高生世代や青年層の掘り起し、高齢社 
会への対応、日本語を母語としない市民へのサー 
ビスのあり方など、課題への柔軟な対応と、それ 
らの活動を広く周知する広報活動の創意工夫や体 
制づくりが必要です。 

 
 
 
※８ 登録率…１年間に利用した人の数（有効登録者数）の人口比。 

 西東京市 多摩 26市平均 
同等規模の類似団

体平均＊1 

2000 年以降の新

施設の平均＊2 

床面積   1,571㎡ 3,188㎡(203%) 4,544㎡(289%) 4,277㎡(272%)  

蔵書数 25.3万冊 40.4万冊(160%) 52.5万冊(208%) 43.0万冊(170%) 

貸出数 61.5万点 54.1万点(86%) 66.3万点(108%) 59.6万点(97%) 

座席数 53席 115席(217%) 159席(309%) 216席(408%) 
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広域連携 
【現状】 

図書館では、近隣自治体の図書館との協定を結び相互利用を実施しています。 
 多摩北部都市広域行政圏（多摩六都）を構成する小平市、東久留米市、清瀬市、東 
村山市、西東京市、また、四市行政連絡協議会を構成する武蔵野市、三鷹市、小金 
井市、西東京市において、図書館の相互利用を実施してきました。 
多摩六都では各自治体図書館で発行している図書館の利用カードを共通化するサー 

ビスをはじめ、共同編集した利用案内の発行、各図書館の催し物を多摩六都ホームペ

ージやポスター掲示し利用者への情報提供を行い、職員間では各自治体図書館で開催

する研修会に参加するなどの取組みを進めてきました。 
四市行政連絡行議会では、４市公共施設利用ガイドマップの発行や講演会などを実 

施しました。 
 【課題】 

   相互利用を実施していることを知らない市民がまだいることから周知が必要です。 

また、広域連携事業の提携・拡大について検討します。 

 
 

 西東京市民の広域利用状況（各自治体図書館への登録者数、貸出冊数、平成 29年度） 

           【清瀬市】 
               84人 2,453冊                 登録者  貸出 

                           3,000人 3万冊 
 
 

    【東久留米市】 
1,993人 69,741冊 
 
 

 
 
 

【東村山市】 
59人 1,844冊 

  
          
【小平市】                              【三鷹市】 
765人 24,111冊                          203人 3,761冊 
                                    
                                                                                                

【武蔵野市】 
   【小金井市】                   5,918人    150,710冊 
 469人 1,152冊                     
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６ アンケート等に見る図書館への評価 

 図書館は、公共施設の中でも、市民利用が多い施設です。 
平成 29年に実施した市民意識調査によれば、「図書館」を年１回以上利用したことが

ある市民の割合は 65.3％で最も多く、芸術文化分野の満足度・重要度でも「図書館サー

ビスの充実」が最も高いポイントになっています。利用時頻度の高い年代は 40歳代で月

数回以上が 26％となっています。 

 

  平成 30年２月に実施した図書館利用者アンケートの結果は以下のとおりです。 
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西東京市図書館利用者アンケート自由意見について 

 
 アンケート回答者のうち、156 人から合計 195 件の意見がありました。年齢別にみると 50
歳代の方が 23.6％、40 歳代が 22.9％、70 歳代が 19.4％で 60 歳代が 16.7％でした。意見は

概ね 5 つに分かれました。 
（１）図書館の運営や職員の応対などについて 49 件（25.1％） 
（２）資料について 44 件（22.6％） 
（３）個別のサービス、検索機などのシステムについて 42 件（21.5％） 
（４）施設、設備について 29 件（14.9％） 
（５）開館時間、休館日について 10 件（5.1％） 
 
（１）図書館の運営や職員の応対などについては、運営に対する評価をいただく意見が多く

ありました。また、武蔵野プレイスのような施設を望む意見が多くありました。 
運営形態として、現在の形での運営と指定管理者、委託を望む意見がそれぞれ複数あ

りました。 
   また、「図書館を利用する年齢又利用項目が年々変化していると想定されるのでいろい

ろな人の意見を聴取して参考にしていただきたい」という意見もありました。 
   他にも、職員応対について、感謝の言葉をいただいた反面、対応の行き届かない点に

ついて具体的な指摘をする意見も複数ありました。 
 
（２）資料については、「文庫本の充実」「いろいろなジャンルの CD をそろえてほしい」「CD

の貸出点数を増やしてほしい」「図書が汚れている、書架が乱れている」といった意見が

多く、コンピュータ関係のように最新情報が必要なものや歴史マンガのように物事を読

みやすく表現しているものの充実や、利用の多い図書の複本を望む意見が複数ありまし

た。 
 
（３）個別のサービス、検索機などのシステムについては、貸出機など自動化を進めている

ことや予約システムを改善したことについて評価する意見が多くありました。反面、「イ

ンターネット端末を増やしてほしい」「人気図書の予約待ちが長いため、何らかの対応策

を求める」といった意見もありました。 
 検索システムについては評価する意見が多い反面、あいまい検索の強化など図書館シ

ステム以外の場面で普及している新しい機能の導入を求める意見もありました。 
 
（４）施設、設備については、「テーブルが少ない」「椅子を増やしてほしい」「学習できるス

ペースを増やしてほしい」といった意見のほかに、駐輪場の改善やトイレの洋式化の要

望、図書館の老朽化についての意見がありました。 
 
（５）開館時間、休館日については、週末の閉館が６時では早い、開館は９時か９時 30 分

からといった意見が複数ありました。休館日を、減らしてほしいという意見が複数あり

ました。 
 
  その他の意見としては「図書館を中心とした行政サービスや文化事業の促進をしたらよ

い」といった意見などがありました。 
 
 



15 
 

Ⅲ 基本的な考え方 

 

１ 基本理念 

   基本理念については、「基本計画・展望計画」の基本理念を継承します。 
 

≪市民とともに学び、考え、成長する図書館をめざします≫ 

 

 

 

 

 

２ 基本方針 

時代に適合した品質の高いサービス提供に積極的に取組み、≪市民とともに学び、考

え、成長する図書館≫をつくるために、これまでの現状と課題を踏まえ、本計画では６

つの基本方針をたて、それに沿った施策の方向性と具体的な取組み事業を示し推進しま

す。 
 
 
【基本方針１】 資料の収集と保存の充実 

【基本方針２】 すべての市民に活用されるために 

【基本方針３】 西東京市の文化・歴史を次世代に継承する 

【基本方針４】 未来を担う子どもの読書活動の支援 

【基本方針５】 地域、行政と連携した図書館サービスの向上 

【基本方針６】 効率的・効果的な運営体制の構築 

   
 
 
 
 
 

西東京市図書館は、市民のひとりひとりが自ら学び、考え、成長し、決定し、自ら

の責任で行動するために必要とされる知識や情報を分け隔てなく市民すべてに提供

する公共サービス機関として、時代に適合した品質の高いサービス提供に積極的に

取り組み、成長する図書館であり続けます。 
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３ 計画の体系 

 
 

 
 

                                        

 

 

       
  

 
 

 
 

(2)西東京市に関する資料 
と情報を活用し発信し 
ます  

(1)西東京市に関する資料 
と情報を収集し保存し 
ます

(4)効果的な広報に取組 
みます 

(3)資料と情報の積極的な 
提供と活用を図ります 

(2)市民の生活課題、地域 
課題に向けた取組みを 
進めます 

(1)誰もが学べる環境の 
整備を進めます 

(2)様々な形態の資料に 
ついての整備を進めます 

【基本方針】 【施策の方向性】 【取組項目】 

                                                                              

(1)将来の図書館利用を 
見据えた資料を収集し 
保存します 

 

                                                                              

基本方針１ 

資料の収集と保存

の充実 

 

基本方針３ 

西東京市の文化・歴

史を次世代に継承

する 

 

基本方針２ 

すべての市民に活

用されるために 
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(3)学校との連携・協力・ 
支援を進めます 

基本方針６ 

効率的・効果的な運

営体制の構築 

 

基本方針４ 

未来を担う子ども

の読書活動の支援 

 

基本方針５ 

地域、行政と連携し

たサービスの向上 

 

【基本方針】 【施策の方向性】 【取組項目】 

(2)子どもの成長に沿った 
取組みを進めます 

(1)職員の専門性の向上を 
目指します 

(1)いつでもどこでも子ども 
が本に出会える場づくり
を進めます。 

(3)ボランティアの拡大を 
推進します 

(1)市民、関係団体との 
ネットワークづくりを 
進めます 

(3)利便性と効率性の向上に 
向け取組みます 

(2)図書館ネットワークの 
強化を図ります 

 

(2)他自治体の図書館や 
市の他部局との連携を 
図ります 


